
古代オリエント
メソポタミア

オリエントとは･･･「東方」のこと
肥沃な三日月地帯
アメリカ人の学者ブレステッドが命名

①

Oriens
〔羅 東方〕

乾燥地帯
→雨季はある
気温が高い
→大河の畔で農業

遊牧など

②
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メソポタミア

メソポタミアとは･･･「河の間の土地」
シュメール人（前3500年頃から）
代表的都市国家：ウル・ウルク・ラガシュ
→それぞれ王を頂き、社会を形成

③

青銅器段階
神権政治･･･王は神官の長

④ ⑤

⑥

Hippopotamus
〔羅 かば 河馬〕
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シュメール文化

⑦

⑨

⑧

⑩

ジッグラト〔聖塔〕で祭祀
楔形文字の発明
→ローリンソンが解読

〔ベヒストゥーン碑文〕
七曜制・六十進法・太陰暦

多神教
• エンリル〔天候〕
• エンキ〔エア 知恵〕
• イナンナ〔豊穣〕
• エレシュキガル

『ギルガメシュ叙事詩』
『学校物語』

太陰太陽暦
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